
行
」
の
み
を
強
調
し
て
い

る
同
氏
を
批
判
。
「
侵
略

'

戦
争
や
植
民
地
支
配
を
き

urム
・

盟

ち

ん

と

謝

罪

し

、

克

服

す

ヨ

慰

安

婦

」

問

題

本

質

は

鈴

る

ご

と

が

本

当

の

日

本

人

一t

オ
ー
ル
連
帯
ネ
ッ
ト
国
会
内
で
集
会
立
の
誇
り
ゆ
回
復
に
つ
ー
が

涯
る
」
と
話
し
ま
し
た
ζ

内
外
か
ら
批
判
が
上
が
っ
一
「
政
府
の
『
解
決
済
み

て
い
る
な
か
、
「
慰
安
婦
」
一
論
』
を
乗
り
越
え
る
」
と

問
題
解
決
オ
l
ル
連
帯
ネ
一
題
し
て
講
演
し
た
川
上
詩

ツ
ト
ワ

l
ク
は
回
目
、
一
朗
弁
護
士
は
、
「
日
本
政

「
歴
史
認
識
・
請
求
権
一
一

徹
底
論
議
!
」
と
題
し
国
一

会
内
で
集
会
を
聞
き
ま
し
一

た

。

(

写

真

)

一

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
間
一

題
の
第
一
人
者
で
歴
史
学
一

者
の
吉
見
義
明
中
央
大
学
一

教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。
一

橋
下
民
に
「
慰
安
婦
」
問
一

題
の
認
識
を
問
い
た
だ
す
一

公
開
質
問
状
を
提
出
し
て
一

い
る
吉
見
民
は
「
『
慰
安
一

婦
』
問
題
で
関
わ
れ
て
い
一

る
本
質
は
、
慰
安
所
で
の

一一

強
制
が
あ
っ
た
か
ど
う
一

か
」
と
の
ベ
、
「
強
制
連

二

日
本
維
新
の
会
共
同
代

表
の
橋
下
徹
大
阪
市
長
の

「
慰
安
婦
制
度
は
必
要
だ

っ
た
」
と
す
る
発
言
に
国

府
は
、
法
的
に
は
解
決
済

み
と
主
張
し
て
い
る
が
、

『
法
的
』
と
は
と
て
も
多

義
的
」
と
話
し
、
「
日
韓
の

市
民
レ
ベ
ル
で
共
通
の
も

の
さ
し
を
持
っ
て
、
お
互

い
討
論
す
る
と
と
が
必

要
」
と
の
べ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
赤
嶺
政

賢
衆
院
議
員
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。


